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車いす体験学習車いす体験学習
　１２月６日、新地小学校４年生（３５名）を対象に
車いすの体験学習を行いました。
　はじめに、車いすの種類や特徴、基本の操作を学
んでから、介助する側と介助される側に分かれて、
段差昇降や車いす車両の乗車体験を行いました。
児童からは「車いすに乗るときは緊張した」「初めて
知ることが沢山あった」と活発な意見が出ました。
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　会費は、地域福祉活動を推進する事業や町内のボランティア団体・障がい者団体などへの助　会費は、地域福祉活動を推進する事業や町内のボランティア団体・障がい者団体などへの助
成等に充てられ、福祉の向上に役立てられます。（成等に充てられ、福祉の向上に役立てられます。（社協だより第72号へ掲載以降にご協力いた社協だより第72号へ掲載以降にご協力いた
だいた方だいた方））

特別会員（一口5,000円）特別会員（一口5,000円）

　○目黒　敏雄　様（木崎）　○目黒　敏雄　様（木崎）
　○阿部　恒夫　様（駒ヶ嶺町）　○阿部　恒夫　様（駒ヶ嶺町）

法人会員（一口10,000円）法人会員（一口10,000円）

　○株式会社薬王堂福島新地店　様　○株式会社薬王堂福島新地店　様
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会　長
大　堀 　　武大　堀 　　武

日本赤十字社より　銀色有功章
清野　正子 氏（ 氏（中島））
渡邉八重子 氏（ 氏（富倉））

全国民生委員児童委員連合会会長表彰
及び福島県知事感謝状

三宅　友子 氏（作田）
竹澤　　永 氏（大戸浜）　永きにわたり役員を

務め、奉仕団活動を通
じて、赤十字活動の発
展に寄与しました。

　平成 25 年より、民生委員・
児童委員として地域住民に寄
りそった支援を行い、地域福
祉向上のために尽力されてい
ます。

表 彰 関 係表 彰 関 係

社会福祉協議会会費へのご協力ありがとうございました。社会福祉協議会会費へのご協力ありがとうございました。
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　１１月６日～７日にかけて、会長・役員研修会
を行いました。１３名が参加し、山寺立石寺本堂
や文翔館（旧山形県庁）を見学したほか、山形蔵
王温泉では、会員同士の親睦を深めました。

　１１月２９日、阿部恒夫氏 (駒ヶ嶺町 )を講師に
招き、パラリンピック正式種目である「ボッチャ」
を体験しました。
　新地町と飯舘村から１２名が参加し、チーム対抗
で競いました。

　１１月２１日、７０歳以上のひとり暮らし高齢
者を対象に集合サービスを実施しました。南相馬
ジャスモールで、「服を見るのが楽しみだった」「晩
ご飯のおかずに何買おうかしら」と会話をしなが
ら買い物を楽しんだあと、Nリゾートふくしま
で昼食会を行いました。

　１１月２６日、社会福祉法人はらから福祉会が
運営するびいんず夢楽多 (村田町 ) の作業所を見
学し、油揚げなどの製造工程や作業所の特徴につ
いて学びました。
　その後、太田理事長から法人の運営方針やこれ
までの歩みについて貴重なお話を聞かせていただ
きました。

老人クラブ連合会老人クラブ連合会
「会長・役員研修会」「会長・役員研修会」

身体障がい者福祉協会身体障がい者福祉協会
「レクリエーション交流会」「レクリエーション交流会」

ひとり暮らし高齢者ひとり暮らし高齢者
「集合サービス」「集合サービス」

民生児童委員協議会民生児童委員協議会
「はらから福祉会施設見学」「はらから福祉会施設見学」

活動の様子をイッキ見！活動の様子をイッキ見！
（令和６年１１月～令和７年２月）（令和６年１１月～令和７年２月）



▲就労継続支援Ｂ型ふくちゃん▲就労継続支援Ｂ型ふくちゃん ▲特別養護老人ホームなごみの里福田▲特別養護老人ホームなごみの里福田
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歳末たすけあい募金の結果
行政区（2,249 世帯） 1,124,500 円

株式会社　和心
（デイサービスこもれびの里） 10,000 円

合　　計 1,134,500 円

対象者
人数

（世帯数）
一世帯 (人 )
あたりの金額

在宅重度障害者 41名 5,000 円

在宅で要介護 3以上の高齢者を介護している方 30名 5,000 円

準要保護児童生徒就学援助費を受給している世帯 28名 2,000 円

世帯全員が 70歳以上の住民税非課税世帯 48名 3,000 円

70 歳以上のひとり暮らし高齢者で住民税非課税世帯 121 名 3,000 円

町内福祉施設へ日用品を贈呈町内福祉施設へ日用品を贈呈

生活困窮者支援として食糧品の購入生活困窮者支援として食糧品の購入

　施設利用者のため日用品を町内福祉施設へ配分しました。

　【配分施設】　
　特別養護老人ホーム新地ホーム
　特別養護老人ホームなごみの里福田
　デイサービス自遊楽校
　デイサービスほうゆう
　デイサービスこもれびの里
　認知症高齢者グループホームゆい
　障害者就労継続支援Ｂ型ふくちゃん

　生活に困窮している方の
支援として米や缶詰、レトル
ト食品等の食糧品を購入し
ました。

歳末たすけあい見舞金の贈呈歳末たすけあい見舞金の贈呈

歳末たすけあい歳末たすけあい
募　　金募　　金

（令和６年 10月 1日～令和７年 1月 31日分）

申請に基づき、下記のとおり見舞金を贈呈しました。

がとうございました！がとうございました！

皆様からご協力いただいた募金は
町内でこのように活用されています！



お茶会お茶会 レクリエーションレクリエーション

ボッチャ体験ボッチャ体験
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いきいきサロンへの助成いきいきサロンへの助成

心配ごと相談所の開設心配ごと相談所の開設

健康福祉まつりでの広報活動健康福祉まつりでの広報活動

　いきいきサロン（地域の集いの場）の運営を支援
することで、高齢者等の孤立防止や生きがいづくり
を推進します。
　町内２０地区への助成を行っています。

日常生活で抱える困りごとや心配ごとの相談に応じ、
内容に沿って関係機関を紹介します。

開催日　毎月１日、１０日、２０日
　　　　（休日にあたる場合は、翌平日）

時　間　午前９時３０分～午前１１時３０分

場　所　新地町保健センター

相談料　無料

　町産業まつりと同時開
催の健康福祉まつりに参
加し、レクリエーション
やパネル展示を通して、
町民の皆様に福祉に関す
る情報を発信しています。

赤 い 羽 根赤 い 羽 根
共 同 募 金共 同 募 金

福田小学校福田小学校

駒ヶ嶺小学校駒ヶ嶺小学校

新地小学校新地小学校

尚英中学校尚英中学校

（令和 6年 10月 1日～令和 7年 1月 31日分）
※職域募金協力
　�あぶくま信用金庫、ＪＡふくしま未来農業協同組合、
社会福祉法人しんち福祉会、消防署新地分署、新地
町観光協会、新地町商工会、新地郵便局、相双五城
信用組合、役場各課、土地改良区、新地町文化交流
センター、福田保育所、新地保育所、駒ヶ嶺保育所、
社会福祉協議会　(順不同、敬称略 )

赤い羽根共同募金の結果
行政区（2,249 世帯） 1,236,950 円

学校募金 52,825 円

職域募金（※） 69,927 円

合　　計 1,359,702 円

募金へのご協力あり募金へのご協力あり

介護福祉用具の貸出介護福祉用具の貸出
【マットレスの特徴】【マットレスの特徴】　定期的に修繕・クリーニングを行

い、安全で衛生的な福祉用具を貸出
します。

対 象 者　町内に住所を有する方

貸出用具　車椅子
　　　　　ギャッジベッド
　　　　　（マットレスを含む）

料　　金　月額３００円

　硬度の違う素材を使用し、波状に　硬度の違う素材を使用し、波状に

加工がされていることで体圧を分散加工がされていることで体圧を分散

する効果があります。する効果があります。

　体圧が分散することで体への負担軽減や拘縮　体圧が分散することで体への負担軽減や拘縮

防止のほか、臨床動作もサポートしてくれます。防止のほか、臨床動作もサポートしてくれます。
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寄附御礼

・今野　ヤヱ子　様（岡）
　故 今野政光様のご遺志として
・みやぎ生協・コープふくしま　様

（福島市）　食料品の寄附

社会福祉活動のために活用させていただきます。
（令和６年１２月～令和７年１月）

臨時職員募集臨時職員募集(生活支援相談員)(生活支援相談員)
　主な業務は、東日本大震災で被災された町
民に対する見守り・相談支援活動。
○災害町営住宅の戸別訪問
○防災集団移転団地の戸別訪問
○ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯への訪問
○活動記録や報告書の作成
※週３日勤務 (月・水・木 )
※生活支援相談員２名体制で業務を行います。
詳細はハローワーク求人票でご確認いただき、
ハローワーク経由でご応募ください。
(令和 7年 2月 25日必着 )

　新地町社会福祉協議会では、新型コロナウイルスの長期化や、物価高騰の
影響により、生活にお困りの方を対象として食料品無料配付を行います。
（赤い羽根共同募金助成事業）

生活にお困りの方への支援事業生活にお困りの方への支援事業

食料品無料配付のお知らせ

注　意　事　項注　意　事　項

★配付数 ４０セット★配付数 ４０セット（1 家族につき 1 セットお渡しします） （1 家族につき 1 セットお渡しします） 

　　日 時　令和７年２月２３日（日） ９時～１２時日 時　令和７年２月２３日（日） ９時～１２時
　場 所　新地町保健センター（谷地小屋字樋掛田４０　場 所　新地町保健センター（谷地小屋字樋掛田４０－－１）１）

※�配付する食料品は、レトルト食品、缶詰、調味料等で、地域住民、企業、団体からの※�配付する食料品は、レトルト食品、缶詰、調味料等で、地域住民、企業、団体からの
寄附品も含まれます。また、賞味期限の近いものも含まれます。寄附品も含まれます。また、賞味期限の近いものも含まれます。

※事前予約は行いません。※事前予約は行いません。
　当日来所された順にお渡しし、配付数に達した時点で終了いたします。　当日来所された順にお渡しし、配付数に達した時点で終了いたします。
※アレルギー、介護食、乳幼児食には対応しておりません。※アレルギー、介護食、乳幼児食には対応しておりません。
　�配付後の食料品に関して、本会では一切の責任を負わないものとします。　�配付後の食料品に関して、本会では一切の責任を負わないものとします。
※本会が取得した個人情報は、目的以外には一切使用しません。※本会が取得した個人情報は、目的以外には一切使用しません。

★�この事業は町民を対象とするため、住所が記載された本人確認書（運転免★�この事業は町民を対象とするため、住所が記載された本人確認書（運転免許証、マ許証、マ
イナンバーカード等）を持参ください。イナンバーカード等）を持参ください。

★生活保護世帯の方にはお渡しできません。★生活保護世帯の方にはお渡しできません。

★生活の困りごとに関する相談にも応じます。★生活の困りごとに関する相談にも応じます。


